









































cTさ tu - C2∂x2U+ド(U)-V
∂tv - eDax2V +βU-γV











(1)は,大ざっばには U が増えれば Vも増え､今度は Vの増加が抑制









ここでは､ ドメインが周期的に存在する場合について考える. (1)式で cT
の値が十分大きく､ U に比べ Vの緩和が非常に速い時､ 系は興奮 ドメインと休
止 ドメインで交互に埋めつくされた空間周期的な定常解を持つ.Tの値を小さくし
ていくとこの周期解はどうなるだろうか?






この運動方程式を解析 した結果､ T がある値 Tc以下では空間周期的な定常
解は安定に存在できなくなり､全ての ドメインが不安定な振動を始める事がわかっ



























臥dv ヰ ー PVdt+Y(t.W)dt
- -pvdt+dB
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